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頂版開口図

フローシート 担体流動槽(緩担体流動室) (担体流動室) ブロワ
消　毒　槽 沈   殿   槽

汚泥貯留槽固液分離部ピークカット部嫌気濃縮汚泥床部
流　入

　循環
放　流

処理計画人員　処理計画汚水量
ｍ３／日

仕　　　　様　　　　表ＢＯＤ　 200ｍｇ/Ｌ
流入水質

人１０２．０
　認定番号 型式

ダイキアクシス浄化槽　ＸＥ－１０Ｄ８－１２－Ｈ００２－２

分類
合併処理

2520
1320

緩担体流動室 沈殿槽 W.L担体流動室 G.L60120060Ｓ＝１／３０
Ｂ－Ｂ断面図

L.W.L H.W.L
消毒槽 W.LW.L担体流動室緩担体流動室

汚泥貯留槽嫌気濃縮汚泥床部 固液分離部 ピークカット部
550流入管底 G.L

600放流管底

　φ４０
散気管
エアリフトポンプ

50100

Ｓ＝１／３０
Ａ－Ａ断面図 　散気管

間欠定量移送装置
50100
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17302120 120120送風機　平断面図 400
199100

300φ13
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汚泥貯留槽担体流動室沈殿槽 BA
流入管φ１００ 臭突管φ６５

緩担体流動室
臭突管φ６５ 循環水移送管　　φ４０ブロワより

φ１００放流管消毒槽放流

流入
Ｓ＝１／３０
平　面　図

1320
2520

来歴

設計

尺度 日付承認
審査審査

件名図名

図番 ｺーﾄ゙

浅野
村上
宮崎

ＩＰ０１０－１／１

１／３０

120

ＴーＮ 　 45ｍｇ/ＬＢＯＤ　　20ｍｇ/Ｌ除去率90％

放流水質
ＴーＮ　　20ｍｇ/Ｌ

処理方式　　　有　効　容　量
ｍ３

担体流動槽消毒槽
電気機器仕様

送風機

1台

注記
固液分離型流量調整付担体流動循環方式

汚 泥 貯 留 槽ピークカット部
０．０２１
沈殿槽

２．００５０．１７１０．２７５ ０．７６１１００Ｖ－単相－５１Ｗ
本図は、嵩上げ材Ｈ＝３００ｍｍを設置した図面となります。

白石
１４．０９．０８処理槽一般構造図　XE-10D（T-2）
ＸＥー１０



来歴

設計

尺度 日付承認
審査審査

件名図名

図番 ｺーﾄ゙

浅野
村上
宮崎

ＨＡ０１０－１／１

１／３０ スラブ筋等の重ねつぎて長さは小径の４０ｄ以上とする。

スラブリストスラブスラブ厚位置主　　筋副　　筋備　考

全断面全断面
Ｓ１ＦＳ１１２０ １２０

Ｄ１０－２００＠ Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠ Ｄ１０－２００＠シングルシングル

使用とする。とする。

スラブ荷重 コンクリート 鉄　　筋 凡　　例 共通事項

２ ｘ　－－－－Ｄ１３

・－－－－Ｄ１０ＳＤ－２９５ＡＮ／ｍｍ
Ｆｃ＝１８

そ　の　他詳細は現場係員の指示による。開口部補強筋１－Ｄ１３
Ｌ
ＬＬ Ｌ

開口部補強筋 Ｌ＝４０ｄ
定着長さ

Ｇ．ＬＳ１ 副筋Ｄ１０－２００＠シングル
主筋Ｄ１０－２００＠シングル

ＦＳ１ 副筋Ｄ１０－２００＠シングル
主筋Ｄ１０－２００＠シングル

212050 1730100 120 120
断面配筋図

主筋　Ｄ１０－２００＠シングル

頂版スラブ配筋図
主筋方向

Ｓ１ 2520
1320

副筋　Ｄ１０－２００＠ダブル
主筋　Ｄ１０－２００＠ダブル

基礎スラブ配筋図
流入

ＦＳ１ 2520
1320

Ｓ＝１／３０Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０

副筋　Ｄ１０－２００＠シングル

白石
１４．０９．０８処理槽配筋図　XE-10D（T-2）
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